
横浜天声キリスト教会　　週報　第 3巻 18号（No.117）　　2012年 4月 29日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。　

*賛美　･･････････････････ 　４３２番
*交読文　････････････････　２５番
*使徒信条　････････････・ 会衆一同
*頌栄　･･････････････････ 　１０７番
礼拝のための祈り　･･･････川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　４３９番

メッセージ　･･････････････ まことの夫へと納まる（ルツ記４章(13-17)）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４６４番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････豊川先生による聖書学び会は本日で終了します。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70名与えられる　ように
・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れてお祈り下さい）

わたしは、あなたのはしため＿＿＿です。どうぞあなたの衣の裾を広げて、この

はしためを覆ってください。あなたは家を絶やさぬ責任のある方です。(ルツ 3:9)

＿＿＿は再び「捨てられた女」と呼ばれることなく＿＿＿の土地は再び「荒廃」と

呼ばれることはない。＿＿＿は「望まれるもの」と呼ばれ、＿＿＿の土地は「夫を

持つもの」と呼ばれる。主が＿＿＿を望まれ、＿＿＿の土地は夫を得るからであ

る。若者がおとめをめとるように、＿＿＿を再建される方が＿＿＿をめとり、花婿

が花嫁を喜びとするように、＿＿＿の神は＿＿＿を喜びとされる。

（イザヤ62:4-7）

メッセージ概要

ルツは「あなたの神はわたしの神」という信仰告白によって神の恵みを拾う者になり、神の民に加えられ、ま

た、信仰の先輩であるナオミに言われた通りに従順に実行して、ボアズの所に行った。

彼女はボアズに「あなたは誰か」と訊ねられた時、自分とボアズの関係を告白し、あなたの衣で自分を覆っ

て下さいと願った。その御言葉への従順をボアズは賞賛し、ルツを迎え入れるための手続きへと入った。

「わたしの娘よ、成り行きがはっきりするまでじっとしていなさい。あの人は、今日中に決着がつかなければ、

落ち着かないでしょう。」（3:18）　私達も、信仰の先輩たちの言う通り主の所に行き、自分が主のはしため

である事を告白し、主の救いの衣の内に入らせて下さるよう願うなら、主はそれを喜び、主の方が心配して

全ての算段を整えて下さり、私達が納まるべき所に納めるまで、働いて下さる。

私達の責任は信仰告白とその実践であり、後は皆、主が為して下さるのをじっと待っていれば良い。

ボアズは早速、正式にエリメレクの畑を買戻してルツをめとる為、ボアズよりも近い親類の者と、町の長老

10 人を呼び寄せ、座ってもらった。（4:1-2） 日本語聖書では丁寧な言葉で親類に呼びかけているように

訳されているが、原文は、ボアズのほうが目上の立場としてこの親類に呼びかけており、また町の長老を

10 人も呼び寄せる所を見ると、ボアズはかなりの有力者で、また年長者であった（3:10）と見る事ができる。

かの親類は、資産はあったが、ルツをめとる事は拒んだ。なぜなら、そうしたら最初に生まれてくる息子は

自分のものとはならず、ルツの亡夫マフロンの名を継がせなくてはならないからである。（申命記25:5-10）

栄光の家系を受け継ぐ者は、血肉を頼みとし、物質的・肉的な相続を優先させる者ではなく、信仰によっ

て身寄りのない人を養い、御言葉を実践する者である。（１コリ 15:45-50）

肉にある者は結局、自分の身を捨ててまで妻を愛しつくす事はできないし、養えるだけの甲斐性もないが  、  

真のボアズであるイエス様は、自身を捨て私達を愛し、買い取って下さり、完全に養う事ができる。

こうしてボアズは、神と人との前で祝福されつつ、正式にルツをめとり、主はルツに男の子を授けて下さる。

律法によると本来、この子の名はマフロンとなるはずだが、女たちはなぜか「オベデ」と呼んだ。(4:17)

ルツの亡夫「マフロン」の名には「大きな欠点」「病弱」という意味があるが（ちなみにオルパの夫キルヨンは

「浪費する」「消え失せる」の意味）、「オベデ」という名には「仕える」「僕」という意味がある。

ルツの以前の夫は病弱で、欠点があり、ルツを養いきれずに死んでしまったが、彼女は信仰によって、まこ

との夫・ボアス（名の意：「彼に内住する力」）へと嫁ぎ、買い戻され、完全に養われるようになった。

私達も以前、律法という不完全な夫に縛られていたが、キリストにあって古い自分に対して死に、また私た

ちも律法に対して死んだ結果、欠点や弱さから解放され、新しい霊に「仕える者」とされた。(ロマ 7:1-6)

女たちは次のように言って喜んだ。「主をたたえよ。主はあなたを見捨てることなく、家を絶やさぬ責任のあ

る人を今日お与えくださいました。・・・その子はあなたの魂を生き返らせる者となり、老後の支えとなるで

しょう。あなたを愛する嫁、七人の息子にもまさるあの嫁がその子を産んだのですから。」（4:14-15）

この子はナオミにとって、家を絶やさぬ者となり、老後に背負う者となった。

同じように、ひとりのみどりごが私達のために生まれた。その方こそ私達の主イエス様であり、彼は私達の

主権者、ワンダフル・カウンセラーであり、力ある神、平和の君（イザヤ9:6）、 老後にも背負う者である。

『あなたはもはや「捨てられた者」と言われず、あなたの地はもはや「荒れた者」と言われず、あなたは「わが

喜びは彼女にある」ととなえられ、あなたの地は「配偶ある者」ととなえられる。主はあなたを喜ばれ、あなた

の地は配偶を得るからである。 若い者が処女をめとるように／あなたの子らはあなたをめとり、花婿が花嫁

を喜ぶように／あなたの神はあなたを喜ばれる。』（イザヤ62:4-5　口語訳）

ここの「あなたの子らはあなたをめとり」の「子」の原意は、子孫や氏、国などの広い意味を持ち、「めとる」の

原意は「主人になる」という意味である。

ルツの子オベデはナオミの老後を養う者となって子孫にダビデやイエスキリストが出たように、私達も信仰

によってキリストを宿し、信仰によって生んだ霊的な子孫たちは後に私達を養い、そして私達ともども、キリ

ストの花嫁、すなわち、神の教会（エクレシア：召し出された者達）として完成されて行くのである。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部礼拝（韓国語通訳あり）　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～

2 部礼拝                         　14:00
聖書勉強会                       15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～

水曜集会

　1 部                                   　13:00～

　2 部                                   　19:30～

金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 3巻 18号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012年 4月 29日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


